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   蔵人得業猿沢
くらうどとくごふさるさは

の池の龍の事 

 これも今は昔、奈良に、蔵人得業 恵印
ゑ いん

といふ僧ありけり。鼻大きにて、赤

かりければ、「大鼻の蔵人得業」といひけるを、後
のち

ざまには、ことながしとて、

「鼻蔵人」とぞいひける。なほ後々
のちのち

には、「鼻蔵
はなくら

鼻蔵」とのみいひけり。 

 それが若かりける時に、猿沢の池の端
はた

に、「その月のその日、この池より龍
りょう

登らんずるなり」といふ札を立てけるを、往来
ゆきき 

の者、若き老いたる、さるべ

き人々、「ゆかしき事かな」と、ささめき合ひたり。この鼻蔵人、「をかしき

事かな。我がしたる事を、人々騒ぎ合ひたり。をこの事かな」と、心中にを

かしく思へども、すかしふせんとて、空知らずして過ぎ行く程に、その月に

なりぬ。大方
おほかた

大和
や ま と

、河内
かはち 

、和泉
い づ み

、摂津国
せっつのくに

の者まで聞き伝へて、集
つど

ひ合ひたり。

恵印、「いかにかくは集
あつま

る。何かあらんやうのあるにこそ。怪
あや

しき事かな」

と思へども、さりげなくて過ぎ行く程に、すでにその日になりぬれば、道も

さり敢
あ

へず、ひしめき集
あつま

る。 

 その時になりて、この恵印思ふやう、ただごとにもあらじ。我がしたる事な

れども、やうのあるにこそと思ひければ、「この事さもあらんずらん。行きて

見ん」と思ひて、頭
かしら

つつみて行く。大方近う寄りつくべきにもあらず。興福

寺の南大門の壇の上に登り立ちて、今や龍の登るか登るかと待ちたれども、何
なに

の登らんぞ。日も入りぬ。 

 暗々
くらぐら

になりて、さりとては、かくてあるべきならねば、帰りける道に、一つ

橋に、盲
めくら

が渡り合ひたりけるを、この恵印、「あな、あぶなのめくらや」とい

ひたりけるを、 盲
めくら

とりもあへず、「あらじ。鼻くらななり」といひたりける。

この恵印を、鼻蔵といふとも知らざりけれども、めくらといふにつきて、「あ
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らじ。鼻暗
はなくら

ななり」といひたるが、鼻蔵に言ひ合
あは

せたるが、をかしき事の一つ

なりとか。 
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